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地域密着型金融の取組状況 

（平成２３年度） 



 

大項目 中項目 具体的取組み状況 

①ライフサ

イクルに応

じた取引起

業支援の一

層の強化 

創業・新規事業支援の強化 平成２３年度の創業・新規事業支援融資実績 ５ 件 ２，７６０万円 

取引先企業に対する経営相談

支援機能の充実 

本部に専門スタッフを配置し、営業店との連携を緊密にとり定期的な訪問活動をすることにより、事

業所の実態を常に把握し、タイムリーに事業所の活動をサポートしております。また、必要に応じて、

中小企業基盤整備機構・福岡県中小企業再生支援協議会との連携を図っております。 

・九州北部信用金庫（１３金庫）合同で「しんきん合同商談会」を開催しました。 

 総出展者数 300社、総商談件数 10,591件 （当庫出展企業 21社 商談件数 900件） 

・職員向けに「経営支援勉強会」を開催し７７名の参加がありました。 

・中小企業支援の研修会に３名受講しました。 

・ 債権管理回収の研修会に４名受講しました。 

・ 融資渉外研修会に４名受講しました。 

・ 融資審査講座に４名受講しました。 

事業再生に向けた取組み  

平成２３年度の経営改善支援等の取組み実績 

期初債務者数 

（正常先除く）Ａ 

Ａのうち経営改善支援取

組み先α 

αのうち期末に債務者区分が

ランクアップした先β 

αのうち再生計画を策定

した先δ 

954 58 2 35 

 

経営改善支援取組み率（α／Ａ） ランクアップ率（β／α） 再生計画策定率（δ／α） 

6.1％ 3.4％ 60.3％ 
 

 

 

地域密着金融の取組状況（平成２３年度） 



 

 

 

大項目 中項目 具体的取組み状況 

②事業価値

を見極める

融資手法を

はじめ中小

企業に適し

た資金提供

手法の徹底 

不動産担保・個人保証に過度に

依存しない融資等の取組み 

担保や保証に依存しない融資を行うために、起業の実態把握を徹底し、事業内容を見極めることがで

きるように、審査体制の充実を図っております。事業実態把握能力の向上のため、実例を中心とした

勉強会を実施いたしました。（３回） 

保証協会との連携により実態を重視した、県・国の中小企業緊急保証貸付等を積極的に活用した。 

（平成２３年度実績） 

県緊急経済対策資金          １９７件／１，０６４百万円 

（内、震災関連特別枠         １００件／  ６３６百万円 ） 

 

平成 21 年 12 月に、「中小企業者等の金融円滑化基本方針」を定め、地域のお客様への安定した 

資金提供は、当金庫の最も重要な社会的使命であると認識し、お客様のサポート体制をさらに強化 

するために、全営業店に「金融円滑化ご相談窓口」を設置するとともに、金融円滑化対応の責任者 

および担当者を配備し、お客様からの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、 

これまで同様、お客様の抱いている問題を十分に把握したうえで、その解決に向けて真摯に取り組 

んでおります。 

また、複数の金融機関から借入を行っているお客様から貸付条件の変更等のお申込みがあった 

場合、お客様の同意を得たうえで、他の金融機関や信用保証協会等との緊密な連携を図りながら 

金融の円滑化に努めております。 
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大項目 中項目 具体的取組み状況 

②事業価値

を見極める

融資手法を

はじめ中小

企業に適し

た資金提供

手法の徹底 

不動産担保・個人保証に過度に

依存しない融資等の取組み 

【金融円滑化法に基づく取組み状況】 

＜第５＞金融円滑化法第 4条に基づく処置の実施状況 

（別表１）貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権 

〔債務者が中小企業者である場合〕 

（別表１）                                                          （ 単位 ： 件 / 百万円 ）  

  
平成２２年３月末                   

現在 

平成２３年３月末                 

現在 

平成２４年３月末                 

現在 

貸付けの条件の変更等の申込みを受け

た貸付債権 
105 2,238 312 6,633 498 10,677 

  

うち、実行に係る貸付債権 73 1,668 274 6,016 450 9,938 

うち、謝絶に係る貸付債権 0 0 5 261 5 261 

うち、審査中の貸付債権 25 480 18 209 19 294 

うち、取下げに係る貸付債権 7 90 15 146 24 184 

うち、信用保証協会等による保証を受

けていた貸付債権のうち実行に係る

貸付債権 

47 588 186 2,166 302 3,704 

うち、信用保証協会等による保証を受

けていた貸付債権のうち謝絶に係る

貸付債権 

0 0 0 0 0 0 

 

※単位百万円未満を切り捨てて表示しておりますので、合計額と内訳を加算した額は必ずしも一致いたしません。 
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大項目 中項目 具体的取組み状況 

②事業価値

を見極める

融資手法を

はじめ中小

企業に適し

た資金提供

手法の徹底 

不動産担保・個人保証に過度に

依存しない融資等の取組み 

【金融円滑化法に基づく取組み状況】 

＜第５＞ 金融円滑化法第４条に基づく措置の実施状況 

（別表２）貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権 

〔債務者が住宅資金借入者である場合〕 

（別表２）                                                    （ 単位 ： 件 / 百万円 ） 

    
平成２２年３月末                        

現在 

平成２３年３月末                           

現在 

平成２４年３月末                           

現在 

貸付けの条件の変更等の申込

みを受けた貸付債権 
18 186 46 452 75 747 

  

うち、実行に係る貸付債権 12 148 43 434 68 697 

うち、謝絶に係る貸付債権 0 0 0 0 0 0 

うち、審査中の貸付債権 6 37 1 13 1 6 

うち、取下げに係る貸付債

権 
0 0 2 4 6 43 

 

※この表は、実施状況（別表１）の信用保証協会等による債務の保証を受けていなかった貸付債権の内訳となります。 

※単位百万円未満を切り捨てて表示しておりますので、合計額と内訳を加算した額は必ずしも一致いたしません。 

 

     

 

地域密着金融の取組状況（平成２３年度） 



 

大項目 中項目 具体的取組み状況 

③地域の情

報集積を活

用した持続

的な地域経

済への貢献 

地域活性化のための各種施

策・地域との連携強化 

当金庫の営業地区における事業所や中心商店街が著しく衰退している現状を踏まえ、当地区に本店

を有する金融機関として地域の活性化に全力を尽くしています。地域に根ざした金融機関として、地

域の皆様とのふれあいを実施していくことで地域の皆様との親密度の向上を図り、地域活性化に貢献

することができました。 

・ 年金相談会を６回行いました。（１７７名来店） 

・ 5月.「飯塚国際車いすテニス大会」にボランティアで参加しました。 

・ 5月.小中学校への図書カードの贈呈を行いました。（69校 298万円） 

・ 7月.「飯塚祇園山笠」に参加しました。 

・ 9月.お客様満足度アンケートを行い７８４通の回答をいただきました。 

・ 10月.Ｉ ＬＯＶＥ 遠賀川（遠賀川河川敷の清掃活動に職員 １６９名参加） 

・ 11月.「いいしん絵画展」への参加幼稚園・保育園（２７園 １，０００名参加） 

・ 11月.「飯塚どんたく宿場まつり」にスタッフとして参加しました。 

・ 12月.「いいしんロビーコンサート」を本店ロビーで開催しました。（午前・午後 ２２０名来店） 

・ 12月.休日に全店舗において地域の皆様と一緒に、餅つき大会を開催しました。 

・ 2 月～3 月「.筑前いいづか雛のまつり」に全店舗で参加し雛飾りを展示しました。また、開催期

間中の休日に本店営業部のロビーを「雛のまつり」会場として開放して、「お茶会」や来店のお客

様に雛飾りをバックに記念撮影のサービス・ポストカード・雛あられのプレゼントを行いました。 

（本店会場への休日来店者数 ５，０００人） 

・ 2月 「第２回いいしんカップ少年サッカー大会」開催（３２チーム参加） 

・ その他、地域のイベントに多数参加しております。 

 

地域密着金融の取組状況（平成２３年度） 


